
   

北
海
道
大
学
お
よ
び
札
幌
医
科
大
学

で
は
、
平
成
28
年
９
月
30
日
よ
り
、
各

大
学
が
保
管
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
の

ご
遺
骨
な
ど
の
う
ち
、
身
元
が
判
明
し

た
ご
遺
骨
な
ど
を
お
返
し
す
る
手
続
き

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
大
学
で
は
、
こ
の
度
、

す
で
に
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
開
し
て
い
る
16
体
に
加
え
、
新
た
に

18
体
の
ご
遺
骨
な
ど
の
身
元
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
５
月
31
日

よ
り
、
こ
れ
ら
の
34
体
の
ご
遺
骨
な
ど

の
情
報
を
北
海
道
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。 

情
報
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
ご
遺
骨

な
ど
に
関
し
、
お
心
当
た
り
の
ご
遺
族

の
方
は
、
各
大
学
の
担
当
窓
口
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
一
体
の
ご
遺
骨
な
ど
に
つ
い

て
、
複
数
の
ご
遺
族
か
ら
返
還
の
お
申

し
出
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
こ

と
か
ら
、
一
番
初
め
に
お
申
し
出
い
た

だ
い
た
方
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
か
ら
、

一
年
の
間
、
他
の
方
か
ら
の
返
還
の
お

申
し
出
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。（
現
在

公
開
し
て
お
り
ま
す
ご
遺
骨
な
ど
に
は
、

す
で
に
返
還
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
） 

手
続
き
や
身
元
が
判
明
し
た
ご
遺
骨

な
ど
の
情
報
な
ど
、
詳
し
く
は
、
各
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 
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北
海
道
で
は
、
道
民
の
皆
様
に
総
合

計
画
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
団
体
・

企
業
や
学
校
、
市
町
村
な
ど
を
対
象
に

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
北
海

道
総
合
計
画
」
お
よ
び
出
前
講
座
の
詳

細
は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
北
海
道
総
合
政
策
部
政

策
局
計
画
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

北
海
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政
策
部
政
策
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計
画
推

進
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興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
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※
受
験
申
し
込
み
は
、
剣
淵
町
役
場
総

務
課
で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。 

         

                              

 

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
つ
い
て 

 

 

 
防衛大学校学生 

（一般・前期） 

防衛医科大学校医学科

学生 

防衛医科大学校 

看護学科学生 

自衛官候補生 

（男子・女子） 

応募 

資格 

高卒（見込含む）21 歳未満 

（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

18 歳以上 27 歳未満 

（採用予定月の 1 日現在） 

受付 

期間 

9 月 5 日（火） 

～ 

9 月 29 日（金） 

受付中 

～ 

10 月 13 日（金） 

試験

日 

一次試験 

11 月 4 日（土）およ

び 5 日（日）の 2 日間

日程で実施します 

一次試験 

10 月 28 日（土）およ

び 29 日（日）の 2 日

間日程で実施します 

一次試験 

10 月 14 日（土） 

 

 

10 月 20 日（金）・21 日

（土） 

※どちらか 1 日希望でき

ます 

試験 

会場 
旭川 旭川 旭川 旭川 

※自衛官候補生の試験については 9 月までの試験で採用予定数に達した場合は実施しません。 
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に
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

～
身
に
つ
け
よ
う 

命
の
お
守
り 

反

射
材
～ 

 

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
間
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。 

 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止
と
と
も
に
、

子
ど
も
と
高
齢
者
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん

の
力
で
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。 

■
自
転
車
の
安
全
通
行
に
つ
い
て
■ 

○
自
転
車
は
原
則
と
し
て
車
道
の
「
左

端
通
行
」 

○
「
通
行
可
」
の
表
示
が
あ
る
場
合
は

歩
道
を
通
行 

車
道
の
右
側
を
通
行
し
た
場
合
や
自

転
車
が
通
行
で
き
な
い
歩
道
を
通
行
し

た
場
合
に
は
違
反
と
な
り
・
・
・「
３
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以
下
の 

罰
金
」
と
な
り
ま
す
。 

 

自
転
車
で
の
安
全
通
行
を
お
願
い
し

ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 
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ヒグマによる人身事故を防ぐために 

 ヒグマによる人身事故の多くは、山菜採りなどで野山に入った際の突発的な遭遇により発生し

ていることから、ヒグマとの遭遇を未然に防ぎ、事故に遭わないよう十分注意する必要がありま

す。ヒグマと遭遇しないために、野山に入るときは、次のことに注意しましょう。 

 

１ ヒグマと遭遇しないために・・・ 

（１）野山に入る前に 

  地元の市役所や町村役場、森林管理署などで、事前にヒグマの出没情報を確認してください。 

  ヒグマの出没情報のある地域や、ヒグマの出没を知らせる看板がある場所への立ち入りは避

けましょう。 

  また、イヌを連れての立ち入りは、ヒグマを興奮させることがあるため危険です。 

（２）ヒグマに出会わない工夫を 

  ヒグマの出没が予想される野山では、単独行動を避け、集団での行動を心がけましょう。野山

での単独行動は、人とヒグマの双方で気づくのが遅れ、危険な状況になる場合があります。 

  また、鈴などの鳴り物を携行したり、見通しの悪い場所では笛を吹くなど、人の存在を早めに

ヒグマに知らせる工夫をしましょう。 

  特に、ヒグマの活動が活発になる早朝や夕方、ヒグマが人に気づきにくい濃霧や雨のときには

注意が必要です。 

（３）野山での飲食の際に 

  においの強い食料はヒグマを引き寄せる場合がありますので控えた方がよいでしょう。また、

残飯、空き缶などのゴミは必ず持ち帰りましょう。 

  野山にゴミを捨てたり埋めたりすると、ヒグマがこれらを食べて味を覚えてしまいます。いっ

たん味を覚えたヒグマは、これらの魅力的な食物を得るため、人に対して危険な行動をとるよう

になることが知られています。 

 

２ ヒグマに遭遇したら・・・ 

（１）まず落ち着く 

  慌てることは事故につながります。落ち着いて状況を判断しま 

しょう。特に走って逃げると追いかけてくることがあるので危険 

です。 

（２）ヒグマを刺激しない 

  ヒグマがこちらに気づいていないようであれば、静かに立ち去 

りましょう。また、距離が近い場合は、視線をそらさずゆっくり 

と後退してください。 

（３）持ち物を取られたら 

  リュックサックなどの持ち物をとられたときは、あきらめしょう。 
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